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令和２年11月17日に提出した政策提言書につ令和２年11月17日に提出した政策提言書につ
いて、町長・教育長から回答がありました。いて、町長・教育長から回答がありました。
政策提言、回答の要旨は以下のとおりです。政策提言、回答の要旨は以下のとおりです。

　議会からの 提案で
　町が動き 出す！

議会からの提言

町の回答

• 取水堰下流の水路や堰の老朽化の状態を調査
し、必要に応じて改修に取り組むこと。
• 芝根地区の水不足、送水遅れの原因と改善策を
研究すること。

• 玉村町内の水田に供給している農業用水は、各
河川に設置された堰から取水をしている。端気
川には樋越堰、藤川には韮塚堰、滝川には榎町
堰、滝川第二統合堰、滝川第一統合堰が設置
されており、滝川第一統合堰は令和元年度に長
寿命化の改修工事を実施し、令和２年度には韮
塚堰を改修している。今後、令和６年度に滝川
第二統合堰の改修を予定しており、他の取水堰
についても必要に応じて改修していく。取水後
の各水田に配水する農業用水路や分岐させる
水門などについては、現在受益範囲の広い榎町
水系の幹線水路や著しく破損または老朽化が進
んでいる水路などを中心に補修工事を進めてい
る。その他の水系水路についても、今後順次調
査し、必要な補修や改修を進めていく予定であ
る。

• 芝根地区への配水については、町内で最長水
路である榎町水路の末端の受益地区ということ
もあり、上流地域とは時間差が生じている。で
きる限り早い作付けを目指すため、天狗岩堰土
地改良区とともに、関係市の堰の管理者に対し
て節水ときめ細やかな配水管理をお願いしてい
る。また、町内においても滝川統合堰協議会を
通じて、必要以上の取水を控えていただくこと
や田植えが終了したら速やかに下流地域へ用水
を回すなど、配慮の徹底をお願いしているとこ
ろである。これまで以上に各農家や堰、水門な
どの管理者と協力し合い、節水ときめ細やかな
配水管理を続けていくことで用水の安定供給に
努めていくことが重要であると考えている。そ
の上で、水不足、送水遅れが解消しないような
地区があれば、その原因と改善策について研究
したいと考える。

農業用水路について
議会からの提言

町の回答

• 浄水場施設全体の更新に向けた「玉村町浄水場更新
基本構想・基本設計」については、安全で安定した
水道水の供給を図るため、具体的施策を多面的に検
討し作成すること。
• 今年度作成予定の中長期的な経営の基本計画になる
「投資・財政計画」は、収支の均衡を調整し、健全
経営に資する計画とすること。

• 玉村町浄水場は、本町唯一の浄水場であるため、通
常時はもとより災害時においても稼働を停止するこ
となく、安全で安定した水道水を供給する施設でな
ければならない。「玉村町浄水場更新基本構想・基
本設計」においては、整備案を複数の視点（災害対
策優先案、経年対策優先案、ランニングコスト削減
優先案）で立案し、施工性、維持管理性、安定性、
経済性など多面的に比較検討した上で作成する。　
公営企業については、保有する資産の老朽化に伴う
更新投資の増大、人口減少による料金収入の減少等
により、経営を取り巻く環境は大変厳しい状態であ
り、経営健全化の取組が求められている。

• 今年度作成予定の「投資・財政計画」については、
老朽化した資産の更新需要に対する財源確保の手段
を長期的な視点で検討し、後世に多大な負債を引き
継がぬよう、水道料金の値上げを含む収益の増大や
投資以外の経費削減等により収支の均衡を調整し、
健全な経営に資するよう作成する。

水道事業について
議会からの提言

町の回答

• よい教材、分りやすい授業の手法、効果の
高いクラス運営などのノウハウを教員間で
共有し、標準化を図ること。

• ＩＣＴを活用した効果的な学習を進めるた
めには、授業を構想し実践する教員の指導
力を向上させることが不可欠である。今年
度については、教育委員会として、各学校
においてＩＣＴの活用方法の研修を３回実
施した。また、多くの教職員がＩＣＴを活用
した町内外の授業研究会に積極的に参加し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後も、研修の機会を積極的に設定するこ
とに加え、授業やクラス運営などに係る各
学校の優れた取り組みを町内で共有するた
めにＩＣＴ利活用委員会を定期的に開催し
たり、デジタルコンテンツを教職員ネット
ワーク上に保存するなどして、標準化を図っ
ていきます。　　　　　　　　　　　　　
さらに、ＩＣＴを活用して授業改善を推進す
る県の「授業改善応援事業」（仮称）を受け、
中部教育事務所と連携したり、県内外の優
れた実践を町全体に広め、教員間で共有す
るなどしてＩＣＴ教育を推進していく。

ＩＣＴ教育の推進について

町の回答

議会からの提言

新型コロナウイルス
インフルエンザ感染予防対策について

• 中学生以下の子供達を対象に、早急にインフルエ
ンザ予防接種費用の補助を行うこと。
• 「新しい生活様式」の実践について、様々な手段を
用いて繰り返し町民に周知すること。
• 感染の拡大を防止するため、発熱等の症状があっ
た場合の相談・診療・検査に関する機関や連絡先
の情報をわかりやすく町民に提供すること。

• 新型コロナウイルス感染症の感染防止で、インフ
ルエンザ等感染症も防止することができたため、
今年度は中学生以下の子供達を対象としたインフ
ルエンザ予防接種費用の補助を行わなかった。引
き続き感染状況や国の動向等を注視し、町として
必要な取組を進めていく。

• 感染対策等の周知について、町では様々な方法（広
報、町ホームページ、メルたま、各種タウン情報
誌、ラヂオななみ等）を活用し、「新しい生活様式」
を始め、３密対策、咳エチケット、手洗い、マス
ク会食等について周知している。また、児童生徒
が基本的な感染防止ができるよう、イラストを活
用した「新しい学校生活様式」を作成し、各学校
を経由して配布したり、多言語に翻訳された「新
しい生活様式」のチラシを外国人が多く住むアパー
トに職員が直接配布したりと、様々な方法で感染
防止を呼びかけている。今後も引き続き、様々な
方法で必要な情報提供、情報発信を行っていく。

• 発熱等の症状があった場合の相談・診療・検査
に関する機関や連絡先の情報については、広報等
様々な方法で提供している。感染拡大の状況や発
熱外来の実施状況によっては、受診方法等が変更
になる場合もあるので、今後も最新の情報を分か
りやすく提供していく。

税務課から異動と
なりました

庶務係兼議事調査係
重田智美

　４月１日付で議会事務局に異動してまい
りました。
　新しい職場でとても緊張していますが、
一日でも早く仕事に慣れるよう頑張りたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

議 会 事 務 局 職 員 紹 介


